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○調査会 
１．目  的  身近な生き物であるセミを題材にそのぬけがらを調査する。

ぬけがらの種類によってその林の自然の豊かさを考え、身近

な環境についての意識を高める。また市内におけるセミのぬ

けがらの様子を調べることにより、身近な林の自然の豊かさ

について把握する。  

 

２．日  時 平成１５年８月１２日（火）午前９時３０分～１２時３０分 

        集合場所 農業ふれあいセンター（伊佐沼８８７） 

 

３．調査場所 伊佐沼公園 

 

４．講  師 谷津弘子さん 

 

５．参加者数 ２３名 

 

６．日  程    9：30    農業ふれあいセンター集合       

9：30      概要説明  

～ 10：00 講師 谷津 弘子さん 

10：00    伊佐沼公園にて現地調査・セミのぬけがら採取 

 ～ 11:00 

11：00    農業ふれあいセンターにてセミのぬけがら分析 

～12：30  ・まとめ  

伊佐沼公園 

農業ふれあいセンター 
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７．調査結果  

 

       

 

 

 

 

        今回の調査の結果、伊佐沼公園は、アブラゼミが圧倒的に多

く出現しています。夏も早い梅雨の時期から出現するニイニイ

ゼミと、夏の終わりの時期に多く出現するツクツクボウシが、

近い値を示しました。今年の夏は寒かったため、ニイニイゼミ

とツクツクボウシが同時期に出現した可能性があります。また、

薄暗い森を好むヒグラシは確認されませんでした。またミンミ

ンゼミも確認されませんでした。  

 

８．写  真 セミのぬけがら調査の様子 

 

せみの種類 個数（匹） 

アブラゼミ １３６ 

ニイニイゼミ １７ 

ツクツクボウシ １１ 

ミンミンゼミ ０ 

ヒグラシ ０ 
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９．参加者の感想・環境保全に対する意見 

○ セミのぬけがらを取ったのがおもしろかった。いっぱい取れて楽しかっ
た。 

○ 自然を壊さないように大切にする。ゴミを外に捨てない。 
○ 身近な自然にふれながら、環境についての勉強ができて楽しかった。 
○ 環境問題についての話がよかった。 
○ セミのぬけがらがどんな所にあるのか分かってよかった。 
○ 普段水の汚染や家庭排水について気をつけている。環境を守るために一
人一人の生活態度を見直すことが大切です。 

○ ビデオの上映が楽しかった。いろいろな事が調べられて楽しかった。 
○ 木を切るのを少なくすればいいと思います。 
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○ ゴミはゴミ箱に捨てる。 
○ セミのぬけがらを採取し、先生のお話しを聞けてたのしかったです。自
然環境について考えることができました。 

○ リサイクルできる物はリサイクルする。ゴミをゴミ箱以外に捨てない。
今の自然環境をそのままで残す。手を加えない。 

○ いろいろな生き物、植物を大切にしています。 
○ 全てが興味深かった。講義と活動とのバランスが良かった。事前に服装
等の注意をしてもらうと助かりました。 

○ ゴミの分別・ゴミの持ち帰りをこころがけています。行政が先導をとっ
てもらう事も大切だが、一人一人が、自覚を持っていく事がより大切だ

と思う。 

○ 知らなかったセミの生態を教えて頂いたり、家族と一緒に自然を考える
事ができました。新しい知識を得ることが出来ました。 

○ 共生できる環境を保存できるように、自宅の庭からでも保護に努めたい
と思いました。 

○ セミのぬけがら採取が楽しかった。昆虫の話や環境の話等、たくさん聞
けて身近な事からいろいろ出来そうな事があり、勉強になりました。 

○ ゴミを出さないようにする。リサイクルできる物はリサイクルする。ま
た利便性ばかり追いかけないで、今ある物をきちんと残す事が大切だと

思います。 

○ セミのぬけがらを採取したり、何の種類か調べたりしたところがよかっ
た。 

○ 自転車を使ったり、洗剤を使わなかったりして、環境についてこころが
けています。 

○ セミのぬけがらの見分け方は難しかったけど、たくさん取れてよかった。 
○ お風呂の掃除をするときに、重曹を使うなど環境についてこころがけて
います。 

○ セミの生態がわかった。ぬけがらによりセミの種類が分かる事が楽しか
ったです。 

○ ゴミを持ち帰って環境に配慮しています。緑地の増設が必要だと思いま
す。 

○ セミのぬけがらがいっぱいあって楽しかった。 
○ セミのぬけがらを取って見分けたことが楽しかった。 
○ ゴミの分別や電気のムダ使いをなくすなど環境にこころがけています。
住み良い環境を守っていくために、ゴミの分別、リサイクルの徹底、化

学物質の生産抑制、不法投棄禁止の徹底、川をきれいにする、木を切ら

ないで林をたくさんつくる事などが大切だと思います。 

○ セミのぬけがらを取るのが楽しかった。 
○ セミの仲間（カメムシ）がわかった。セミのぬけがらの白い部分は空気
を取り入れる器官であった事などが分かった。セミは地域によって種類

が違う事。植物によって生き物が保護できる事などがわかった。 

○ 空気や水を汚さないようこころがけています。 
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○市内全域調査 

１．目  的  身近な生き物であるセミを題材にそのぬけがらを調査する。

ぬけがらの種類によってその林の自然の豊かさを考え、身近な

環境についての意識を高める。また市内全域におけるセミのぬ

けがらの様子を調べることにより、川越市内における林の自然

の豊かさについて把握する。 

 

２．調 査 日 平成１５年７月下旬～平成１５年９月５日 

   

３．調査方法  身近な林（緑）よりセミのぬけがらを採取し、フィルムケー

スにぬけがらに入れ環境政策課へ送付しもらいました。その際、

氏名、学校名、集めた日、集めた場所（住所）を付属の調査票

に記入し、フィルムケースに同封願いました。セミの種別につ

いてわかった場合は、セミの種名も記入願いました。 

        調査は、市内全小中学校へ文書を配布し、協力依頼しました。 

 

４．調査結果  市内の小学校６校の協力を頂き、北は秋田県から南は兵庫県

まで、全国各地より８４６匹のセミのぬけがらが集まりました。 

       川越では見ることが難しい、エゾゼミやクマゼミのぬけがらも

集まりました。 

        川越市内では、６６８匹のセミのぬけがらが集まりました。

一番多かったのはニイニイゼミでした。関東地方で圧倒的に出

現率の高いアブラゼミは今回の調査では二番目に多い種類とな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川越市内合計 単位：匹

アブラゼミ 247
ニイニイゼミ 387
ツクツクボウシ 21
ミンミンゼミ 4
ヒグラシ 9
合計 668

全体 単位：匹

アブラゼミ 375
ニイニイゼミ 392
ツクツクボウシ 30
ミンミンゼミ 30
ヒグラシ 13
エゾゼミ 1
クマゼミ 5

合計 846
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●川越市内のセミ分布状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

霞ヶ関北地区 単位：匹

アブラゼミ 45
ニイニイゼミ 4
ツクツクボウシ 2
ミンミンゼミ 0
ヒグラシ 0

名細地区 単位：匹

アブラゼミ 56
ニイニイゼミ 3
ツクツクボウシ 8
ミンミンゼミ 3
ヒグラシ 3

山田地区 単位：匹

アブラゼミ 2
ニイニイゼミ 0
ツクツクボウシ 0
ミンミンゼミ 0
ヒグラシ 0

本庁地区 単位：匹

アブラゼミ 38
ニイニイゼミ 1
ツクツクボウシ 0
ミンミンゼミ 1
ヒグラシ 0

芳野地区 単位：匹

アブラゼミ 26
ニイニイゼミ 14
ツクツクボウシ 6
ミンミンゼミ 0
ヒグラシ 0

古谷地区 単位：匹

アブラゼミ 1
ニイニイゼミ 1
ツクツクボウシ 0
ミンミンゼミ 0
ヒグラシ 0

高階地区 単位：匹

アブラゼミ 9
ニイニイゼミ 1
ツクツクボウシ 0
ミンミンゼミ 0
ヒグラシ 0

福原地区 単位：匹

アブラゼミ 16
ニイニイゼミ 7
ツクツクボウシ 3
ミンミンゼミ 0
ヒグラシ 6

大東地区 単位：匹

アブラゼミ 43
ニイニイゼミ 356
ツクツクボウシ 1
ミンミンゼミ 0
ヒグラシ 0

霞ヶ関地区 単位：匹

アブラゼミ 5
ニイニイゼミ 0
ツクツクボウシ 1
ミンミンゼミ 0
ヒグラシ 0 市内地区不明 単位：匹

アブラゼミ 6
ニイニイゼミ 0
ツクツクボウシ 0
ミンミンゼミ 0
ヒグラシ 0
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●種別の分布状況図 
・アブラゼミの分布状況 

 
 

・ニイニイゼミの分布状況 
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・ツクツクボウシの分布状況 

 
 

・ヒグラシの分布状況 
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５.ま と め  川越市内の全域調査では、ニイニイゼミが優先種となりました。

過去に実施された環境省の調査結果によると、関東地方でのセ

ミの状況としては、アブラゼミが優先種で出現率が８０％です。

ニイニイゼミの出現率は１８％から３０％程度ですから、川越

においてニイニイゼミが優先種になった事は、まれなことです。 

        通常関東地方で見られるセミは、アブラゼミ、ニイニイゼミ、

ツクツクボウシ、ミンミンゼミ、ヒグラシの５種類です。 

        アブラゼミは、環境への適応度が高く都市化が進んだ場所で

出現割合が高くなる傾向を示します。川越市内でも、都市化が

進んでいる本庁地区はアブラゼミの比率が高い結果を示し、残

念ながら自然が少ないことを裏付ける結果となりました。 

        逆にヒグラシは、暗い木陰を好む習性があり、都市化が進み

森や林が伐採されると始めに姿を消します。従ってヒグラシが

いる林は自然が豊かなことを表します。川越市内では、福原地

区の中台の雑木林、名細地区の東洋大学内の森等で、ぬけがら

が発見されました。何れも薄暗い木陰が続く林があり、自然豊

かな場所です。 

        ニイニイゼミは、環境省の調査で、市街地より農村において

出現率が高いことがわかっています。ヒグラシ程ではないが同

様に自然が残っている所に出現します。川越市内では、大東地

区の川越水上公園で、大部分が採取されています。水上公園は

人工的ではありますが、みどりがたくさんある所です。 

        市内の状況を総括すると、市内各地のセミの出現率の結果は

現在の川越市内各地域の自然状況を良く表した結果となりまし

た。本庁地区は都市化が進み、身近なみどりが減少しており、

その周辺に自然が分散し存在する状況となっています。しかし、

周辺部の中でもセミの出現率のバランスとしては、５種類のセ

ミ全てが確認できた名細地区、４種類が確認できた福原地区は、

豊かな自然が残っている地区と言えます。 

        自然の豊かさについて、今回はセミを指標にして調査を行い

ました。セミの他にアシナガバチ、アゲハチョウを指標とした

調査によっても自然の豊かさを知ることができます。 

今回の調査は、市内の小学校の児童の皆さんの協力を頂いて

実施しました。ご協力を頂いた児童の皆様にお礼申し上げます。

この結果を元にもう一度身近な林やみどりについて考えること

も大切です。 

今回の調査で、たくさんのセミのぬけがらが集められ一定の

成果が得られました。しかし市内全域をカバーするには、少し

地域的に片寄りがあったことは否めません。今後はこの様な調

査を継続実施し、データを蓄積することにより、川越の自然の

状況を把握していくことが大切だと考えます。次の世代に貴重

な自然を残していくために。 
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セミ・自然のはなし 
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アブラゼミ 
 

 ７月から９月にかけて、高い山を除

いた日本全国で鳴き声が聞かれます。

たまに１１月に入ってから鳴いて、驚

かされることもあります。 

 ぬけがらの触角の第３節が長いのが

アブラゼミの特徴です。  
○ アブラゼミ成虫 

 
○ アブラゼミのぬけがら 

 
○ 触角は第３節が長い 

 
 

ニイニイゼミ 
 

 梅雨が明ける頃から、チーと長く鳴

き続けます。朝薄暗いうちに鳴き始め、

ほとんど一日中鳴いています。 

 ぬけがらに、土が付いているのが特

徴です。 
 

○ ニイニイゼミ成虫 

 
○ ニイニイゼミのぬけがら 

 
○ぬけがらには土が付いている。 
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ツクツクボウシ 
 

 名前のとおり、ツクツクホーシ、ツ

クツクホーシとリズミカルに鳴きま

す。そっと近よってみると、お腹を複

雑に動かして鳴いているのがわかるで

しょう。仲間がそばで鳴きだすと、そ

れに答えるように、ジュー！と鳴くの

をよく聞きます。 
 

○ ツクツクボウシ成虫 

 
○ ツクツクボウシのぬけがら 

 
○ 触角は第３節が長い 

 
 

ミンミンゼミ 
 

 アブラゼミよりいくらかおくれて出

てきて、ミーンミンミンミンミーと元

気良く鳴くセミです。朝も午後も鳴き

ますが、朝のほうが盛んです。 

 広い森におおく、地方によっては山

地にしかいません。あまり群れをつく

らず、一回鳴く毎に移動します。 

 
○ ミンミンゼミ成虫 

 
○ ミンミンゼミのぬけがら ○ 触角は第３節が短い 
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ヒグラシ 
 

 近ごろ都会では、このセミがだいぶ

少なくなってしまいました。明るさや

温度の変化にびんかんに反応し、平地

では明け方と夕方だけ、カナカナと美

しい声で鳴きます。すずしい薄暗い山

の林の中では、一日中鳴いていること

もあります。 
 

○ ヒグラシ成虫 

○ ヒグラシのぬけがら 
 

○ 触角の第４節が長い 

 
 

エゾゼミ 
 

 ７月の末ごろから鳴きはじめます。

山に行ったとき、ギーと太い声が聞こ

えたらエゾゼミです。エゾゼミはクマ

ゼミについで大型です。エゾゼミは飛

び方が下手で、また頭を下にしてとま

ることが多いので、木をけると落ちて

くることがあります。 

 
○ エゾゼミ成虫 

○ エゾゼミのぬけがら（栃木県那須 町で採取） 



 15

 

クマゼミ 
 

 西日本でもっとも大きなセミで、西日本

に多く、７～８月頃センセンセンと力強く

鳴きます。午前中は、きそって鳴き、飛び

まわり、午後はぴたりと鳴き止んで、樹液

を吸うというように、一日の行動がはっき

りわかれているのが、クマゼミの大きな特

徴です。 
 

○ クマゼミ成虫 

 
○ クマゼミのぬけがら（兵庫県宝塚 市で採取） 

 
 
 
 

セミのなかまってどんな虫？ 
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せみは鳴くけど、オス・メスどちらが鳴くの？ 

 

 

いつも鳴いてるの？ 

 

夏の間ずっと鳴いてるの？ 
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セミは６年も土の中でくらしていたの？ 

 アブラゼミの場合、たまご

からかえった幼虫は土の中へ

もぐります。セミの幼虫は６

年間土の中で、木の根から栄

養を吸って育ちます。 

 ７年目に地上へ出てきて木

に登ります。そして羽化し成

虫（セミ）になります。成虫

（セミ）の寿命は２週間しか

ありません。 

 アメリカのセミの中には、

土の中で１３年から１７年過

ごすセミもいます。 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
アブラゼミは、

環境への適応度

が高く、アブラゼ

ミの出現率が増

えることは自然

が減っているこ

とを表します。一

方ヒグラシは、深

い森を好み、ヒグ

ラシが多いこと

は自然が豊かで

あることを表し

ます。  
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アシナガバチ

の種類を調べる

ことにより、都市

化の度合いを知

ることができま

す。 
 アシナガバチ

は、巣作りに木材

を使うため、都市

化が進んだ所に

は住めません。ア

シナガバチの中

でも、フタモンア

シナガバチは、人家の周りに普通にいるハチです。 
 
 

 
 
 アゲハチョウ

の仲間も環境の

豊かさを表す指

標となります。 
 ナミアゲハは

自然の少ない都

市にも出現しま

す。ナガサキアゲ

ハは、自然が残っ

ている農村や人

里などに出現し

ます。クロアゲハ

は、人が住んでい

ない二次林に出現します。さらに自然が豊かな原生林になると、オナガアゲハ

やヒメギフチョウが出現します。 
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環境問題とは

☆環境問題とは？☆環境問題とは？
１　大気（空気）の汚染

２　酸性雨

３　水資源の減少、汚染

４　ごみの増加　　

５　みどりの減少

６　地球の温暖化

７　オゾン層の破壊

８　野生生物の減少　　　　　　　など

みどりについて５　みどりについて５　みどりについて

むかし、陸地面積の１６％を占めていた熱帯林
は、ここ５０年間でその半分以下にまで減少

日本の面積の３分の１に当たる熱帯林が毎年
消失しているとも言われている

みどりの減少の原因はみどりの減少の原因はみどりの減少の原因は

●商業伐採

●焼き畑農業

●燃料用薪の採取

経済発展のためには、伐採は止められない

みどりの減少を止めるにはみどりの減少を止めるにはみどりの減少を止めるには

●人間を中心とした生活を見直し、みど
りの伐採を止める

●みどりを育て、増やす

●みどりとふれあい、その大切さを知る

川越市のみどりの状況①
川越市のみどりの状況①川越市のみどりの状況①

●市全体でみどりは約57.2％を占めています

　・農地、牧草地がその70％程度を占めます

●土地の開発や木の伐採などにより、だんだ
　んと緑地面積は減少している

●みどりの保全とともに自然界とのバランス　
　のとれたまちづくりが必要です

野生生物の減少について８　８　野生生物の減少野生生物の減少についてについて
今、世界中では約１３００万種の生物がいると
言われています。これらの生物種は、急速に
絶滅しており、年間４万もの種が絶滅している
とも言われています

　イリオモテヤマネコ　　　　　　シマフクロウ　　　　　　　　　メ　ダ　カ
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クイズ ク　イ　ズク　イ　ズ
このまま何の対策もとらないと、数十年
後にはどれぐらいの生物が絶滅してしま
うでしょうか？

１．　２５％の生物種が絶滅

２．　５０％の生物種が絶滅

３．　７０％の生物種が絶滅

正解正解は、１の「２５％の生物種が正解は、１の「２５％の生物種が
絶滅」です。絶滅」です。

野生生物が減少し、生物多様性がくずれると、、、

●環境をきれいにする機能が弱まる

●新しい薬をつくることができなくなる

●食料不足になるおそれがある

野生生物減少の原因野生生物減少の原因は野生生物減少の原因は
人間の社会経済活動を優先したこと

●生物が生息する自然環境の悪化

●土地の開発による生息地の減少

●希少な動物の乱獲や密猟

●天敵である外来種の侵入

野生生物を守るには野生生物を守るには野生生物を守るには

●生物が生息する自然環境の復元

●自然と人間の共生を考えた環境　
　づくり
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  市民環境調査                          

    「セミのぬけがら調べ」観察ノート     
 

 

 観察者の名前 

 

 

  〃  住所 

 

 

 日  時 

 

 平成  年  月  日（  ）    時  分 ～  時  分 

 

 場  所 

 

 

 天  気 

  

 気  温

 

             ℃ 

 

 

☆セミのぬけがらについて                 
 

 

 見つけた状態 どこに付いていまし   □木の幹や枝 □葉っぱの裏 □落ちていた

        たか。 

 

        地上からの高さは   □やや高い場所 □低い場所 

        わかりますか。 

 

        鳴いていたセミの   □アブラゼミ      □ミンミンゼミ 

        種類はわかります   □ニイニイゼミ    □ツクツクボウシ 

        か。         □ヒグラシ 

                             □その他（            ） 

 

 

 

 セミのぬけがらから種類はわかり   □アブラゼミ      □ミンミンゼミ 

 ましたか。             □ニイニイゼミ    □ツクツクボウシ 

                             □ヒグラシ 

                   □その他（            ） 

 

 

                                                                                 



 
 

セミのぬけがら調べアンケート  
 なまえ

 名 前
 

 
 なに み        き    さんか                        
１何を見て、（だれから聞いて）参加した？                     
 
  

 
 
 なに たの                                    
２何が楽しかったですか？（説明・セミのぬけがら採取・ぬけがらの見分け方など・・）
                                         
 
  

 
 
                      
                                        
     かんきょう                                 
３ふだん、環境についてこころがけていることはありますか。 
   
 ①ある→どんなこと？ 
 

 

 
 ②ない 
                                         
 す  よ  かんきょう まも                  おも 
４住み良い環境を守っていくにはどうしたらいいと思いますか？ 
 
  

 
 
 こんかい ちょうさ さんか                                
５今回の調査に参加してどうだった？ 
 
  たの 
  ①楽しかった  →どうして？ 
 

 

 
 
 
   たの 
  ②楽しくなかった→どうして？ 
 

 

 
 つぎ なに                                    
６次は何をやりたい？ 
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                          古紙配合率 70％再生紙を使用しています。 
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                          古紙配合率 100％再生紙を使用しています。 

 


